
バランスよく
間接指導・直接指導を行う工夫

第１・２学年 国語科 （平成２８年度の実践より）

スムーズな学習活動を生み出す（同単元類似内容）

第１学年：「どうぶつの赤ちゃん」

第２学年：「おにごっこ」



この実践における４つのポイント
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１ 単元の組み合わせの工夫

○ 同じ領域の教材を組み合わせる

１年 ２年

１月
説明文 「どうぶつの赤ちゃん」

（従来は２月下旬に指導）
説明文 「おにごっこ」

（１月下旬）

２月
物語文 「たぬきの糸車」

（従来は１月下旬に指導）
物語文 「スーホの白い馬」

（２月下旬）

１年生の１月と２月の教材を入れ替えると、
両学年で説明文と物語文の配置が揃う。 2



○ 直接指導と間接指導のバランスを考える。

２ 授業の組み立て方のポイント

・ 重点的に指導したいところ⇒直接指導

・ 直接指導を踏まえ、指導段階を学年別に

ずらした組み合わせにする。

・ 間接指導で児童が主体的に学習に取り組む

手立てを考える。

【間接指導における教師の願い】
１年生：自力で丁寧に読み取り、一人で活動を進めてほしい！
２年生：個別学習・ペア学習を自分たちで進めてほしい！
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・ ワークシートを活用

○ ガイドの提示

３ 間接指導の工夫

１年生の取組

〈簡易ガイド〉

１時間の流れを示すの

ではなく、間接指導時

の作業手順のみを提示
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・ 文に合う写真を選んで、短冊作り

○ 短冊・写真の活用

３ 間接指導の工夫

１年生の取組

作った短冊は、直接指導時に活用する

一人学年や
読み取りの苦手な
児童にも有効

た
く
さ
ん
作
れ
そ
う
！

5



○ ガイドの提示

３ 間接指導の工夫

２年生の取組

学習活動の流れと、活動時間の目安を示す

間接指導で充実させたい活動を、詳しく説明
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※ 日頃から授業の流れをシンプルにパターン化
することも、児童が戸惑うことなく主体的に
ガイド学習を進める手助けとなります。



○ サイドデスクの活用

３ 間接指導の工夫

２年生の取組

個別学習 ペア学習

書いた短冊は、直接指導時に活用する

必要な物だけ持ち寄り
すぐに活動できる！

・ 「わけ」を短冊に書く。

適度な距離で
集中できる

・ 話合いで
１つにまとめる。
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○ 間接指導で作成した短冊の活用

４ 直接指導の工夫

視点に沿って、短冊を
比較・整理しながら発表する。

話合いによって決定した短冊を貼り付け、
まとめプリントを作る。

１年生の取組 ２年生の取組
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指導のねらいを明確にする

・ 「児童に身に付けさせたい力は何か」を明確にした上で、
教師が 直接指導で押さえるべきことを具体的に考える。
・ その時間のねらいを児童と共有する。

児童の思考の流れと学習の見通し

・ 児童の思考の流れを想定しながら、学習活動における直接指導と
間接指導のつながりを考える。
・ 間接指導を充実させるために、ねらいや児童の実態を踏まえた上で、
必要な手立てを準備する。

おわりに
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